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学
校
と
地
域
の
連
携
を

も
っ
と
強
め
る
に
は
？

議

員

学
校
と
地
域
の
連
携
の
た

め
、
現
在
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル

パ
ー
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
連

携
を
さ
ら
に
強
め
る
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
も
、
ス
ク
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
の
ほ
か
、
学
校

の
取
組
等
に
自
治
会
な
ど
か
ら
意
見
を

も
ら
う
学
校
評
議
員
制
度
や
、
市
民
が

自
由
に
学
校
を
見
学
す
る
学
校
開
放
週

間
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
連
携
を
よ
り
強
め
る
た
め
に
、

今
年
度
か
ら
、
①
学
校
施
設
の
整
備
の

際
に
、
地
域
の
意
見
を
聴
い
て
、
住
民

参
画
型
の
学
校
づ
く
り
を
行
う
「
学
校

施
設
ふ
れ
あ
い
事
業
」、
②
地
域
の
協

力
を
得
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
居
場
所
づ
く
り
の
調
査
・
検
討

を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進

事
業
調
査
」、
③
保
護
者
同
士
が
子
育

て
の
悩
み
を
語
り
合
う
場
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

今
後
も
、
学
校
や
地
域
の
教
育
活
動

を
市
民
の
力
で
支
え
る
施
策
を
進
め
て
、

特
色
あ
る
学
校
運
営
の
実
現
や
、
地
域

住
民
の
学
校
教
育
に
対
す
る
理
解
促
進

な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
用
食
器
に

磁
器
や
陶
器
を
導
入
し
て
は
？

議

員

小
学
校
の
給
食
用
食
器
は
、

今
年
度
中
に
ア
ル
マ
イ
ト

食
器
か
ら
※Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
に
替
わ
る
。
し

か
し
、
日
本
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
家
庭
と
同
じ
食
器
を
使
う

必
要
が
あ
る
。
全
国
的
に
も
磁
器
や
陶

器
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る

が
、
本
市
で
も
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

市

長

ア
ル
マ
イ
ト
食
器
は
軽
く

て
丈
夫
で
あ
る
が
、
熱
が

伝
わ
り
や
す
く
、
熱
い
も
の
を
入
れ
た

と
き
に
持
ち
に
く
い
と
い
う
欠
点
が
あ

る
。そ

こ
で
、
熱
い
も
の
を
入
れ
て
も
持

ち
や
す
く
、
ア
ル
マ
イ
ト
よ
り
も
見
た

目
に
優
し
く
温
か
み
の
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食

器
を
今
年
度
中
に
全
小
学
校
に
導
入
す

る
た
め
、
予
算
を
計
上
し
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
は
、
多
く
の
市
町
村
で

学
校
給
食
用
食
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
安
全
性
や
使
い
や
す
さ
、

耐
久
性
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、
学
校

給
食
に
最
適
と
判
断
し
た
。

一
方
、
磁
器
や
陶
器
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食

器
に
比
べ
て
重
く
、
低
学
年
の
児
童
に

は
運
び
に
く
い
こ
と
、
運
搬
や
洗
浄
の

際
な
ど
に
壊
れ
や
す
い
こ
と
な
ど
の
理

由
か
ら
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。

※
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー
ト
樹

脂
製
食
器
の
略

子
育
て
支
援
の
具
体
策
は
？

議

員

市
長
は
、
三
月
議
会
で
福

祉
や
子
育
て
、
教
育
な
ど

の
日
本
一
の
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
す
と

表
明
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
予
算
に

掲
げ
た
子
育
て
支
援
に
関
す
る
特
徴
的

な
施
策
を
尋
ね
る
。

市

長

本
市
は
、
平
成
十
七
年
三

月
「
新
新
子
ど
も
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
医
療
や
福
祉
、
教
育

な
ど
幅
広
い
分
野
に
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
事
業
は
、
昨
年
度
末

現
在
で
三
百
四
十
一
に
及
ん
で
い
る
。

今
年
度
予
算
で
は
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

多
く
の
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を

精
査
し
、
①
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
制

度
の
拡
充
、
②
妊
婦
検
診
の
公
費
負
担

の
拡
充
、
③
母
子
家
庭
の
母
親
の
就
業

促
進
強
化
を
盛
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
や
小
児
救
急
セ
ン
タ
ー
の
充

実
、
特
別
保
育
の
充
実
、
育
児
に
不
安

を
抱
え
る
親
を
支
援
す
る
事
業
な
ど
に

も
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

多
重
債
務
者
の
救
済
を
！

議

員

多
重
債
務
者
の
自
殺
が
社

会
問
題
と
な
り
、
多
く
の

自
治
体
が
救
済
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

窓
口
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
う
の
か
。

市

長

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

多
重
債
務
者
に
対
し
、
①

自
己
破
産
制
度
な
ど
の
法
的
な
解
決
方

法
の
説
明
、
②
年
二
回
の
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
、
③
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
が
行
う
法
律

相
談
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
多
重
債
務
者
は
相
談
に
来

る
人
以
外
に
も
多
数
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
、
多
く
潜

在
す
る
多
重
債
務
者
の
た
め
の
相
談
機

能
を
強
化
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
全
区
に
相
談
窓
口

を
設
置
、
②
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
毎
月
実
施
、
③
市
政
だ
よ
り
等

に
よ
る
相
談
窓
口
の
周
知
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
福
岡
県
も
生
活
再
生
資
金
の

貸
付
を
検
討
す
る
な
ど
、
救
済
策
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
、
他
都
市
の
取
組
も
研
究
し

て
、
相
談
体
制
を
一
層
充
実
し
た
い
。

障
害
児
や
発
達
障
害
児
の
た
め
に

特
別
支
援
学
校
の
改
善
を
！

議

員

小
倉
南
特
別
支
援
学
校
は
、

定
員
を
超
え
た
過
密
状
態

と
な
っ
て
お
り
、
事
故
の
危
険
性
も
高

く
、
子
ど
も
が
落
ち
着
い
て
学
べ
な
い

状
況
で
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
の
新
設

や
分
離
開
校
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
特
別
支
援
学
校
全
体
の
再
編
を
含

め
、
改
善
策
に
つ
い
て
見
解
を
尋
ね
る
。

教
育
長

小
倉
南
特
別
支
援
学
校
の

在
籍
者
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
の
は
、
小
学
部
と
高
等
部
の
児
童

生
徒
数
が
増
加
し
て
い
る
た
め
だ
と
考

え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
学
級
数
を
順
次
増
や
す

と
と
も
に
、
昨
年
度
に
は
新
し
く
六
教

室
を
増
築
し
た
。
ま
た
、
四
月
に
は
、

戸
畑
区
に
北
九
州
中
央
高
等
学
園
を
開

校
し
、
高
等
部
の
過
密
の
緩
和
を
図
っ

た
。一

方
、
教
師
も
、
よ
り
き
め
細
か
な

指
導
を
行
う
た
め
工
夫
し
て
お
り
、
授

業
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
も
、
小
倉
南
特
別
支
援
学
校
を

は
じ
め
、
市
全
体
に
お
け
る
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
や
、
特
別

支
援
学
級
の
設
置
状
況
等
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

市
営
住
宅
に
は

暴
力
団
員
を
入
居
さ
せ
な
い
！

議

員

入
居
者
と
周
辺
住
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
、
市
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力

団
員
の
排
除
に
つ
い
て
、
厳
し
い
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
の
か
。

建
築
都

市
局
長

福
岡
県
警
に
よ
る
と
、
現

在
、
本
市
の
市
営
住
宅
に

は
、
百
人
近
く
の
暴
力
団
員
が
入
居
し

て
い
る
。

こ
の
度
、
東
京
都
町
田
市
の
都
営
住

宅
立
て
こ
も
り
事
件
を
受
け
、
国
土
交

通
省
か
ら
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団

排
除
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
新
規
に
暴
力
団

員
を
入
居
さ
せ
な
い
、
②
入
居
後
に
判

明
し
た
場
合
は
、
最
高
額
の
家
賃
を
課

し
、
自
主
的
な
退
去
を
促
す
、
③
入
居

申
込
者
や
既
入
居
者
が
暴
力
団
員
の
疑

い
が
あ
る
場
合
は
、
警
察
に
照
会
し
確

認
す
る
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
主

旨
に
沿
い
、
市
営
住
宅
条
例
の
改
正
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
組
織
体

制
の
強
化
を
図
り
た
い
。

●３


